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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年9月30日(2010.9.30)

【公表番号】特表2010-503002(P2010-503002A)
【公表日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-004
【出願番号】特願2009-528376(P2009-528376)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/27     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/27    　　　Ｂ
   Ｇ０１Ｎ  21/01    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月16日(2010.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属ナノ粒子の希釈溶液又は希釈懸濁液を光学応答性の検出層に適用する工程と、前記
溶液又は懸濁液を乾燥させて、半連続的な液体透過性又は蒸気透過性の光反射層であって
、液体又は蒸気分析物が通過して前記分析物の存在下で前記検出層に光学応答変化を生じ
ることを可能にする光反射層を形成する工程と、を含む、光学応答性の多層反射性物品の
製造方法。
【請求項２】
　半連続的な液体透過性又は蒸気透過性の光反射性の金属ナノ粒子層と流体連通した光学
応答性検出層を含み、前記光反射性の金属ナノ粒子層が少なくとも２つのナノ粒子の厚さ
であり、液体又は蒸気分析物を通過させて、前記分析物の存在下で前記検出層に光学応答
性変化を生じさせることを可能にする、光学応答性多層反射物品。
【請求項３】
　前記ナノ粒子が堆積した配置で互いに接触している、請求項２に記載の光学応答性多層
反射物品。
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